
 

 

 

 

 

令和４年１２月 １日発行 第９号 

文責 雨竜町立雨竜中学校長 清水 一伸 

 雨竜町立雨竜中学校 学校だより 

 

 

 

 

 

 

「時代の移り変わりの中で求められる変革」 
 

 師走の足音が聞こえ始めると同時に、初雪が降り、冷たい北風が寒さを感じさせる季節になりま

した。１１月に入ってから新型コロナウイルスの新規感染者が増加し、本校でも１１月１４日（月）

～１６日（水）までの期間を学校閉鎖にせざるを得ない状況になりました。後期中間テストが延期

する等、学校行事にも影響し、ご家庭の皆様には大変ご心配をおかけいたしました。幸い学校での

感染状況はひとまず沈静化し、通常の学校生活に戻っています。とはいえ、全道的には感染拡大の

勢いは収まらず、引き続き感染症対策を継続しなければならない状況です。冬を迎え気温が低くな

る時期ですが、教室をはじめ校舎内では効果的な換気を心掛け、手指消毒などに努めていきたいと

考えます。  

さて学校では、１１月２５日（金）に雨竜小・中学校合同公開研究会を開催しました。今年度は 

研究主題を「ＢＲＵＳＨ ＵＰ！～小中合同研修を通して～」とし、これまで積み上げてきた「主

体的・対話的で深い学び」の視点での『雨竜スタイル』をベースに、学びの多様性と協働性をねら

ったアクティブ・ラーニング、言語活動を通し自己の変容を感じさせる振り返り、学習ツールとし

てのタブレットの活用等、新しい試みを加えて挑戦してきました。当日は中学校から２つの授業を

提供し、生徒が主体的に考え、意見を交えながら課題を解決する姿を空知管内の先生に見てもらい

ました。多くの参加者がいる中でしたが、生徒は緊張することなく、いつも通り積極的に授業に取

り組んでいました。小学校の授業と合わせて見てもらうことで、授業後の研究協議では、助言者を

はじめ多くの先生から、生徒の授業へ向かう姿勢や小中一貫教育における研究の成果に高い評価を

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

近年はグローバル化に伴い、社会情勢も目まぐるしく変化しています。自分が育った昭和の時代

はもちろんのこと、平成の時代に当たり前だったことでも社会常識として通用しなくなっているこ

とが多々あります。ＧＩＧＡスクール構想推進に伴う１人１台端末の導入もその一つで、コロナ禍

の影響もあり、短期間で活用実践が進み、授業風景も大きく変わっています。このような大きな変

化の中、教育情勢をしっかり捉え、地域や子どもたちの実態を踏まえた的確な教育課程の編成と教

育活動の実践に努めなければならないと考えています。今後とも本校の教育活動へのご理解とご協

力をお願いいたします。 

【１２月１２日（月）は参観日となっています。皆様のお越しをお待ちしております。】 

【学校教育目標】 
～ 協 働 ～ 
〇創造力豊かに学ぶ生徒 （かしこく）  
〇互いに認め合う生徒  （やさしく） 
〇心身ともに健やかな生徒（たくましく） 暑

しょ

寒
かん

 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

０１日（木） １年保育園訪問  

０２日（金） ３年学力テスト（模試） 

       スクールカウンセラー来校日 

０５日（月） 小中連携の日 

０６日（火） ３年「子ども議会」 

０７日（水） 町Ｐ連教育講演会（公民館） 

０８日（木） ３年雨竜高等養護学校との交流 

０９日（金） ふれあい集会 

１２日（月） 授業参観日 懇談会 給食試食会 

０９日（金） ２年親子レク 

１５日（木） ＰＴＡ役員選考委員会➀ 

１９日（月） 大掃除週間 各委員会 

２０日（火） スクールカウンセラー来校日 

２３日（金） 全校集会 

２４日（土） 冬季休業（～１月１２日まで） 

２９日（木） 学校閉庁日（～１月４日まで） 

 

 

〇「深川協会長杯」バレーボール大会  沼田・雨竜中 準優勝 

○「税の作文」 ３年 布川 涼良 深川地区納税貯蓄組合連合会長賞  

○「生命保険文化センター作文コンクール」 １年 大熊 好誠 北海道佳作 

生徒の活躍 

◇ １２月の主な行事予定 ◇ 

 

１１月２４日（木）に２年生の総合で介護福祉の講話と高齢者疑似体験 

を行いました。コロナ以前は寿園へ訪問し、介護福祉の学習をしてきたの 

ですが、ここ数年は訪問を取り止め、中学校に寿園職員の鈴木亮一さんを 

講師にお招きし、実施しています。講話では「介護する時に高齢者の気持 

ちに立って安心・安全を心がけ、園での生活に楽しみを感じてもらうこと 

が大切です。」と話してくれました。 

また高齢者疑似体験では、高齢者が生活で実際に困っていること 

を例にして説明していただき、車いすの取り扱いで配慮しなければ 

いけない点など詳しく教えてくれました。ほんの少しの段差や傾斜 

があるだけで、車いすの操作が難しくなり、思ったように動かせな 

い場面も見られました。高齢社会の日本において、介護福祉の体験 

は中学生にとっても必要な学習だと強く感じました。 

 

 ３年生は義務教育９年間を終えるにあたり、これからの人生における 

自分の夢と姿を思い描くライフプランニング学習に取り組んでいます。 

その一環として、人生経験が豊富な先輩を講師としてお招きし、いろい 

ろな経験談をお聞きしています。 

 １１月８日（火）には町長の西野尚志さんにお越しいただき、町長に 

立候補した思いや雨竜町の将来像について、仕事をする上で大切にして 

いることをお話ししていただきました。３年生は、１２月６日（火）に 

「子ども議会」があるので、雨竜町についての提言を西野町長に聞いて 

もらうことになっています。 

 また１１月２１日（月）には、グループを２つに分け、本校職員と地 

域おこし協力隊の中村稜太さんから学生時代や社会人になってからの経 

験談を聞きました。自分のやりたいことを見つけ、可能性を信じ、夢に 

向かって努力することの大切さを学ぶことができました。 

 

介護福祉講話・高齢者疑似体験（２年生） 

ライフプランニング講話（３年生） 

 

 

 

 


